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総合的な学習の時間でつけたい力

学校のテーマ

「ひと・もの・こと」と「自分」とのかかわり
の中から課題を見つける力

課題を追究し、解決する力

表現する力
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テーマ決定までの考え方

子どもの思い
教師の願い

保護者（地域）の期待・協力

30年前に起きた
伊豆半島沖地震について調べよう
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伊
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の
記
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和
四
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七
月
発
行
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1ヶ月以上も？

余震ってそんなに
長く続くのか。
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30年経った今でも

大切に思っている
んだ・・・。
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慰霊碑には亡くなった
方々の名前が刻まれて
いた。

家族を亡くした被災者の
方にお話をうかがった。
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当時、消防団長として活躍された方の話

あの山が崩れ
たんだよ。

２００４年度防災教育チャレンジプラン

２００４年度防災教育チャレンジプラン



母と妻を亡くしたけど、悲し
いなんて言ってる間もなく
救助活動したよ。
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水
が
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ち
ば
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困
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た
よ
。

今
で
も
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前
に
、
や
か
ん
や

ポ
ッ
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、
な
べ
、
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しょうゆや酒の一升
瓶が割れて、くさくて
たまらなかったなあ。

その後、特別注文で、
商品が落ちないように
柵をつけたそうです。
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高齢者の割合は静岡
県内でも上位
ひとり暮らしの高齢者
も多い
毛布は２０９０枚用意

わたしたちにできる
ことは・・・？
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ひとり暮らしではな
いけど、昼間ひとり
のお年寄りもいるよ。
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消防署の方に教わって・・・
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けやき祭を終えて（保護者の感想）

当時のことを思い出し、涙が出ました。

子どもの方が意識が高く、これを機に
家庭での防災意識を高めていかなけ
れば・・・という気になった。

今後、起こるであろう東海地震に備え、
県内の小学校との情報交換など、さら
に広めていけるとよい。子どもの目で
調べ、感じ取ったことは、同じ子どもた
ちに伝わりやすいと思う。
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成果成果

実際にあった地震災害の追究を通し、防災実際にあった地震災害の追究を通し、防災

を現実的なものとして受け止めることができを現実的なものとして受け止めることができ

た。た。

子どもたちの防災活動が地域の大人を巻き子どもたちの防災活動が地域の大人を巻き

込む防災活動に発展してきた。込む防災活動に発展してきた。

災害時には役立ちたいという、防災意識が災害時には役立ちたいという、防災意識が

高まってきた。高まってきた。
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これからの取り組み

南伊豆ならではの人と人の心をつなぐ活動南伊豆ならではの人と人の心をつなぐ活動
を更に深め、地域への発信を今後も続ける。を更に深め、地域への発信を今後も続ける。

あいさつを大切に心をつなぐ。
自分にできることを増やす。
（学校が避難所になったとき

に役立つこと）
地域の活動に積極的に参加
する。
（地域自主防災訓練・地域の
伝統行事など）
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